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心不全シールの目的

心不全患者さんにおいて，心不全増悪を回避することは
重要な課題であり，適切な「薬物療法の継続」と「セルフ
ケア」が欠かせません。日本の高齢化に伴い，心不全患者
数が増加しています。特に高齢心不全患者さんは自宅での
セルフケアが難しく，再入院のリスクが高まっています。
そのため，保険薬局と診療所や病院が連携して，地域全体
で，心不全患者さんをフォローアップしていく体制が必要
です。

そこで，保険薬局において，心不全患者さんを把握しや
すくするために，心不全患者さんのお薬手帳に心不全シー
ルを貼付する活動を開始します。
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心不全シールの種類

心不全シールは，心不全の方のお薬手帳の表紙に貼付します。
心不全手帳の所有の有無により，下記の2種類で運用しますので，
心不全管理などの参考に活用ください。

心不全手帳を
所有している方

心不全手帳を
所有していない方
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心不全手帳について①
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心不全手帳は，2015年より倉敷地域心不全連携の会で監修の上，作成し
ています。説明用(青)と記録用（ピンク）の2冊セットで，患者教育，連
携のツールとして使用しています。

当院の場合，循環器内科に心不全で入院した患者さんを中心に配布して
います。
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心不全手帳について②
説明用(青)；
心不全全般，食事，運動，薬などを患者向けに概説

記録用（ピンク）；
患者と医療者それぞれが記載
患者：毎日の体重や血圧，症状などを記載
医療者：心不全入院の退院時に，医師が心不全の原因，
合併症，主な増悪因子，左室駆出率，BNP（NT-pro-
BNP），目標体重などを記載

※心不全手帳の詳細は，当院循環器内科独自
HPの心不全地域連携の会にPDFで公開してお
り，自由に閲覧可能です
説明用↓ 記録用↓

説明用 記録用
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心不全患者のフォローアップについて①：病みの軌跡

心不全は一度発症すると, 完治せず，進展は一方通行です
心不全増悪を回避するためには，｢薬物療法の継続｣と｢セルフケア｣が必須かつ重要です

日本循環器学会 循環器病ガイドラインシリーズ：急性・慢性心不全診療ガイドライン（2017年改訂版）（日本循環器学会/日本心不全学会合同ガイドライン)
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Tsuchihashi M et al Jpn Circ J 2000;64; 953-959 より改変

心不全のフォローアップについて②；心不全再入院の原因

心不全の再入院の原因は，「患者自身のセルフケア不足が60％を占める」と言われています
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【医療者用】および【患者用】のフォローアップシートを作成しています
本サイト内に掲載しておりますので，ダウンロードして，ご利用ください
フォローアップが必要な項目

① 服薬アドヒアランス

② 心不全初期症状；体重増加 浮腫 労作時の息切れ

③ 適切な塩分， 水分摂取

④ 受診が必要な症状の理解

心不全患者のフォローアップについて③；フォローアップシート
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【医療者用】フォローアップシート
【医療者用】は問題がある場合の対処法も併せて記載していますので，参考にしてください
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【患者用】フォローアップシート
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心不全シールの取り組みへ
ご協力いただける病院薬剤師の募集
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地域全体には，多数の心不全患者さんがいらっしゃいます。当院だけ
で，すべての心不全患者さんのお薬手帳に心不全シールを貼付してい
くことは困難です。そこで，地域の病院薬剤師の皆様にも，心不全
シールの取り組みへのご協力を賜りたく考えております。

ご協力いただける病院薬剤師の方がいらっしゃいましたら，
倉敷中央病院薬剤部まで連絡をお願いします
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最後に･･･
心不全患者数は高齢化に伴い，急増しており，2030年頃には心不全パンデ
ミックを迎えると言われています。

まずは，心不全シールの導入により，患者さんが「心不全」であることを
保険薬局と診療所・病院で効率よく共有し，地域全体で継続的な心不全
フォローアップの体制作りの第一歩となることを期待して，運用を開始し
ます。ご協力のほどよろしくお願いいたします。

ご不明点や問題点などがございましたら，
お手数ですが，倉敷中央病院薬剤部まで連絡をお願いします。
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